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本調査概報は、県道須玉八ケ岳公園線建設工事に伴い1989年度から1991年度までに実施した

甲シ原遺跡の発掘調査の概要をまとめたものであります。

本遺跡の所在する山梨県北巨摩郡大泉村は、八ケ岳南麓に位置し、縄文時代の遺跡の宝庫と

して県内でも知られているところであります。1971年から大泉村で埋蔵文化財包蔵地調査が行

われ、1972年には遺物包蔵地と認められ、甲シ原遺跡と名が記されて早くからその存在が知ら

れております。３次にわたる発掘調査によって、集落のおおよその範囲、及び集落の構成がよ

り明確となりました。県道建設工事はほぼ南北に建設され、これまでの調査の結果、縄文時代

中期の集落の中央付近を通過することとなりました。

甲シ原遺跡は、油川と甲川の両河川に挟まれた台地上に位置しており、縄文時代中期後半を

中心とした大集落であります。土器では、県内でもあまり発見例のない井戸尻式土器から曽利

式土器への移行期にあたる資料を得ることができました。遺構では、県内で初めての縄文時代

中期の掘立柱建物跡が、現在確認された数では６棟発見されました。南北に走る道路の幅約１０

ｍの中での調査のため集落の全体像は不明ではありますが、この幅での調査の成果は絶大なも

のがありました。調査は、Ａ区。Ｂ区。Ｃ区と３区画に分けて行い、特にＡ区とＣ区では環状

にめぐると思われる集落構造が認められたことが特筆されます。Ａ区では住居杜が37軒、掘立

柱建物跡が５棟、土壌総数約２００基が確認されております。Ｃ区につきましては、住居杜は８

軒、掘立柱建物跡１棟、土壌は１７０基を数えておりますが、まだ継続中でありますので更に遺

構の数は増加することが予想されます。

甲シ原遺跡の調査は今後も継続いたしますが、本報告に先立ってここに同遺跡の発掘調査概

報を出すことになりました。本概報が縄文時代研究の一助となれば幸甚です。

末筆ながら、種々ご指導。ご協力を賜った関係機関各位、並びに直接調査に当たられた方々

に厚く御礼申し上げます。

1992年３月

山梨県埋蔵文化財センター

所長磯貝正義
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例 目

1．本書は、1989年度から1991年度までに、県道須玉八ケ岳公園線建設事業に伴って発掘調査

された山梨県北巨摩郡大泉村甲シ原遺跡の発掘調査概報である。

2．調査は、山梨県土木部から山梨県教育委員会が委託を受け、山梨県埋蔵文化財センターが

実施した。

3．発掘調査、整理作業は山梨県埋蔵文化財センターが行い、1989年度は同機関の山本茂樹・

森原明賞が担当し、1990年度・1991年度は同機関山本茂樹・今福利恵が担当した。

4．発掘調査の期間は、1989年11月６日から12月12日迄、1990年５月１４日から12月27日迄、１９９１

年５月20日から12月26日迄の三ケ年三次にわたって実施され、1992年度以降も継続中である。

5．本書の作成は、山梨県埋蔵文化財センターの山本・今福が行い、文責はそれぞれ文末に記

した。

6．図版の縮尺は、住居杜１/６０・掘立柱建物１/100．土壌1/２０．土器実測図１/６．土器拓本1/３

・石器１/3を基本としているが、一部変更している箇所がある。

7．写真撮影は、遺構を山本および今福が行い、遺物を今福が行った。

8．本書にかかる出土品ならびに記録図面、写真などは、一括して山梨県埋蔵文化財センター

に保管してある。

9．発掘調査および本書の作成に当たり、下記の方々にご教示。ご協力を得た。記して謝意を

表する次第である。

小林達雄・武藤雄六・小林公明・伊藤公明・桜井真貴・杉本充・佐野隆・宮沢賢臣・大臓

依子・伊藤恒彦・岡田保彦・佐野勝広・山路恭之助・朴柄植・渋谷昌彦・賛田明・櫛原功一

・岸崎浩実・下平博行






















































































